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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】野球場のグラウンド上の特定の領域に空調空気
を送ることを可能にする空調設備を提供する。
【解決手段】グラウンド１上の空間に表面が面した状態
で地中に埋設される表面材２と、表面材２の下面側に形
成される空洞に連通し、グラウンド１の外部に設置され
る空調機７、もしくは送風機とから空調設備を構成し、
表面材２の表面と下面との間に、この両面を連通させる
開口を形成する。空洞と空調機７、もしくは送風機との
間のグラウンド１の下の、またはグラウンド１外の下の
地中に、空洞と空調機７、もしくは送風機の双方に接続
されるダクト６を敷設する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　野球場のグラウンドにおいて、
　前記グラウンド上の空間に表面が面した状態で地中に埋設される表面材と、この表面材
の下面側に形成される空洞に連通し、前記グラウンドの外部に設置される空調機、もしく
は送風機とを備え、
　前記表面材の前記表面と下面との間に、この両面を連通させる開口が形成されているこ
とを特徴とする野球場における空調設備。
【請求項２】
　前記空洞と前記空調機、もしくは送風機との間の前記グラウンドの下の、または前記グ
ラウンド外の下の地中に敷設され、前記空洞と前記空調機、もしくは送風機の双方に接続
されるダクトを備えていることを特徴とする請求項１に記載の野球場における空調設備。
【請求項３】
　前記表面材の下の地中に、前記空洞を形成する箱体が埋設され、前記表面材はこの箱体
に支持されていることを特徴とする請求項１、もしくは請求項２に記載の野球場における
空調設備。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は野球場のグラウンド上の特定の領域に空調空気を送ることが可能な野球場にお
ける空調設備に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　例えばグラウンドの上空に架設される屋根が上空を完全に閉鎖する形式の屋根架構付き
の野球場では、空調空気が屋外に放出されることがないため、屋内に空調空気が供給され
続ければ、屋内全体をある程度、無駄なく空調することはできる（特許文献１参照）。
【０００３】
　一方、屋根がグラウンドの上空を完全には閉鎖しない開放型の場合には、または屋根架
構付きでない野球場では、空調空気が屋外に放出されるため、屋内全体を効率的に空調す
ることが難しい。これらの場合には、観客席やダッグアウトのようなグラウンド外の特定
の、限られた空間に対して個別に空調することになる（特許文献２参照）。
【０００４】
　屋根の有無に関係なく、グラウンドの地中に敷設されたダクトを通じ、空調機から送ら
れた空気をグラウンド側へ向けて吹き出す方法はある（特許文献３参照）。但し、この場
合の空気はグラウンド上の全面に敷設された人工芝をグラウンド表面（地盤面）から分離
させる目的で吹き出され（段落０００７）、人工芝より上の空間に空調空気として放出さ
れる訳ではないため、グラウンド上の空調に利用されることはない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】実開平６－１０７４１号公報（請求項１、図１～図５）
【特許文献２】特開平６－２００６４５号公報（請求項１、図１、図２）
【特許文献３】特開平６－４８５０６号公報（請求項１、段落０００７、図１、図２）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献２では空調空気を受ける対象は観客かベンチ内の選手等であるため、グラウン
ド上にいる選手や審判に向けられることはない。
【０００７】
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　特許文献３ではグラウンド表面から離脱した帯状の人工芝の脇から吹き出された空気が
グラウンド上に漏れることは考えられる。しかしながら、グラウンド上に選手や審判がい
るときにはグラウンド上面の全面に人工芝が敷設された状態にあるから、吹出口から選手
等に対して空気が放出されることはないため、グラウンド上の選手等に向けて空調される
ことはない。特許文献３ではまた、、吹出口がグラウンドの全面に分散して配置されてい
るため、仮に空調用に使用されることができたとしても、グラウンド上の特定の領域に集
中的に空調空気を放出することはできない。
【０００８】
　このように従来、グラウンド上にいる特定の領域の選手等を対象にした空調は行われて
いない。
【０００９】
　本発明は上記背景より、野球場のグラウンド上にいる特定の領域の選手等に向け、集中
的に空調することを可能にする野球場における空調設備を提案するものである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　請求項１に記載の発明の野球場における空調設備は、野球場のグラウンドにおいて、
　前記グラウンド上の空間に表面が面した状態で地中に埋設される表面材と、この表面材
の下面側に形成される空洞に連通し、前記グラウンドの外部に設置される空調機、もしく
は送風機とを備え、前記表面材の前記表面と下面との間に、この両面を連通させる開口が
形成されていることを構成要件とする。
【００１１】
　表面材２は例えば図４等に示すようにグラウンド１上の空間に面する上面が平坦面、ま
たは平坦面に近い曲面状、もしくは多角形状をした板状の、またはブロック状の部材であ
り、材料には主に木材、プラスチック、ゴム、鋼材、コンクリートブロック等が使用され
る。但し、開口２１が形成可能であれば、表面材２の材料は問われない。表面材２は地中
に埋設されるため、平面上はグラウンド１内に配置される。
【００１２】
　グラウンド１上の空間に面する表面材２の「表面」は主に表面材２の上面、もしくは側
面（周面）であり、この上面と側面の少なくともいずれかが表面材２の表面になる。表面
材２の開口２１は表面材２の下面と上面間、または下面と側面間を貫通して形成され、こ
の両面を連通させる開口２１は空気の吹出し口になる。下面と上面間を貫通する開口２１
と、下面と側面間を貫通する開口２１が共に形成されることもある。表面材２の下面は空
洞３に面し、空洞３は空調機７、もしくは送風機に直接、またはダクト６を通じて間接的
に連通する（請求項２）。「グラウンド１上の空間に面する」は「グラウンド１の表面に
露出する」とも言い換えられる。
【００１３】
　表面材２はグラウンド１内の主として守備に付いたときに選手が居る位置、またはその
付近等に設置され、少なくとも上面がグラウンド１上に面した状態で地中に埋設される。
「グラウンド１内」にはグラウンド１に隣接する場合のブルペンも含まれる。
【００１４】
　表面材２は具体的には図１に示すように主にグラウンド１上でのプレーに支障のない、
例えば滑り止め剤やスパイクの泥落とし等が設置されるピッチャーズプレートの後方に隣
接する位置、またはその後方位置の他、キャッチャーの守備位置や主審の構え位置、各塁
ベースの付近、ネクストバッターズサークル内やコーチャーズボックス内等に設置される
。ピッチャーズプレートとホームベース及び各塁ベースには野球規則上、開口を形成する
ことができないため、表面材２がこれらを兼ねることはなく、これらピッチャーズプレー
ト等は表面材２の対象からは除外される。前記ブルペンのピッチャーズプレート付近やホ
ームベース付近も設置対象になるが、ブルペン内ではピッチャーズプレートやホームベー
ス自体が表面材になることもある。
【００１５】
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　空調機７には屋内の空気と屋外の空気を入れ換え、外気の温度を調整して外気を屋内に
取り入れる空気調和機と、冷媒の圧縮と膨張による温度変化を利用して屋内の空気の温度
を降下、または上昇させるエアーコンディショナーの２通りの形式がある。後者の場合、
空調機７は図１に示すように屋内の空気の吸気と送風をする室内機７２と、外気を取り入
れ、外気と冷媒を室内機７２で熱交換させる室外機７１から成立する。ここで言う「屋内
」は屋根架構の有無に拘わらず、グラウンド１上を指し、「屋外」はグラウンド１上の外
部を指し、バックネット裏と内野席及び外野席等が該当する。
【００１６】
　送風機は温度調整（温度変化）を伴うことなくその場の空気を表面材２側へ送る装置で
あるが、設置場所が空調された空間であれば、表面材２からの空気の放出先では空調機か
ら供給された空調空気と同様の効果を得ることはできる。また空調されていない空間であ
っても、無風時、あるいは微風時には特定の領域に居る選手や審判等に風を送ることで、
猛暑時の冷涼効果（空気及び気化熱による除熱効果＝扇風機効果）を得ることは可能であ
るため、送風機は空気調和機の一部でもあると言える。以下、空調機７と送風機を合わせ
て空調機７等と言い、空調機７等から供給された空気を空調空気等と言う。
【００１７】
　表面材２と空調機７等は表面材２の下方に、下面に連続して形成される空洞３を介して
、または表面材２と空調機７等間に敷設され、双方に接続されるダクト６と空洞３を介し
て結ばれ（請求項２）、空調機７等から供給された空調空気等は空洞３を通じて表面材２
にまで送られ、表面材２の開口２１を通じてグラウンド１上の空間に放出される。
【００１８】
　表面材２はグラウンド１上の全面に分散するのではなく、前記の通り、図１に示すよう
に平面上、グラウンド１内の限られた特定の箇所、もしくはグラウンド１外のグラウンド
１に面する特定の箇所、または双方に配置されるため、開口２１から放出される空調空気
等はグラウンド１上の特定の領域に放出される。この結果、野球場のグラウンド１上にい
る特定の領域の選手や審判に向け、集中的に空調することが可能になる。
【００１９】
　特にグラウンド１内に加え、グラウンド１外のグラウンド１に面する位置にも表面材２
が配置された場合には、グラウンド１上の特定の領域を空調しながらも、グラウンド１上
の空間を全体的に空調する効果を得ることができるため、屋根架構付き野球場内で空調さ
れる場合と同等の空調効果を得ることが可能になる。
【００２０】
　加えて図１、図２に示すようにバックネット裏と内野席の最前列や外野席の最前列、ま
たはこれら最前列前の通路等に、本発明の空調設備を構成する表面材２とは別の吹出し口
８をグラウンド１側へ向けて設置し、本発明の空調設備に通常の屋内施設用の空調設備を
併用すれば、グラウンド１上への、あるいは野球場内での空調効果を向上させることが可
能になる。
【００２１】
　屋根架構付き野球場では、夏季、屋根と観客席の存在によりグラウンド１上に沿う通風
が妨げられ、暑さによる不快度が高まることがあるが、グラウンド１の表面から供給され
る夏季の空調空気である冷気がその比重により下部に滞留しようとするため、屋根架構付
きでありながらも、限られた領域に対する空調効率は一層高まる。
【００２２】
　なお、空調空気等を表面材２から特定の領域に放出し、特定の選手等に向けて空調する
ことは、グラウンド１の上空に屋根が架設されるか否かには関係しないため、本発明の空
調設備は屋根付きと屋根なしのいずれの形式の野球場にも適応する。
【００２３】
　表面材２はその平面上の周辺（縁）においてグラウンド１の地盤に直接、支持されるこ
ともあるが、板状等の場合には表面材２の下に形成される空洞３の平面積が大きくなる程
、地盤が表面材２を支持しきれず、表面材２の周辺以外の中間部が下方へ撓むか、表面材
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２自体が空洞３内に落下することが想定される。このことから、空洞３の平面積の大きさ
、あるいは表面材２自体の剛性の程度によっては、表面材２の下の地中に、空洞３を形成
する箱体４を埋設し、この箱体４に表面材２を支持させることが適切な場合もある（請求
項３）。箱体４には空調機７等が、または空調機７等に接続されたダクト６が接続される
（請求項２）。
【００２４】
　箱体４の内周面には図３に示すように内周面に沿い、表面材２の周辺等を支持するため
の受け部４４を張り出して形成することができるため、表面材２をその平面積より小さい
平面積の領域内に納まる受け部４４に支持させることができる。結果として、箱体４が表
面材２をその周囲で支持したときに、表面材２を撓ませずに、また落下させずに支持する
ことが可能になる。
【００２５】
　表面材２の平面積より空洞３の平面積が小さい場合には、表面材２の周辺部分を地盤に
支持させながら、表面材２の中央部分をその下に配置された箱体４に支持させることもあ
る。この場合、表面材２の開口２１は箱体４に支持（包囲）された領域に形成される。
【００２６】
　受け部４４は図４に示すように表面材２の周辺に沿って環状に形成される他、表面材２
の周辺に沿った部分に加え、表面材２の全面の下に全体的に格子状に形成されることもあ
る。受け部４４はまた、表面材２の周辺に沿った部分に加え、表面材２の中央部分の下の
部分に部分的に格子状に形成されることもある。受け部４４が表面材２の中央部分の下に
も格子状に形成される場合、表面材２は周辺と平面上の中間部（中央部）においても受け
部４４に支持されるため、支持状態での安定性が増す。
【００２７】
　但し、平面積の大きい表面材２が周辺部分において箱体４に支持される場合でも、表面
材２自体の厚さを増すか、表面材２の下面に木材等を接合して補強する等により曲げ剛性
を増すことをすれば、必ずしも箱体４の受け部４４を格子状に形成しなくても表面材２の
撓みと落下を防止することは可能である。
【００２８】
　箱体４に表面材２を支持させる場合、表面材２は単に箱体４に支持（載置）される場合
と、箱体４に支持されながら、水平方向の移動が拘束された状態に保持される場合があり
、保持には図４に示すようにねじ４５等による固定も含まれる。
【発明の効果】
【００２９】
　グラウンド上の空間に面した状態で地中に埋設され、空調機等に連通する開口を有する
表面材を平面上、グラウンド内の限られた特定の箇所に配置するため、表面材の開口から
放出される空調空気をグラウンド上の特定の領域に送ることができる。この結果、野球場
のグラウンド上にいる特定の領域の選手や審判に向け、集中的に空調することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】グラウンド上に表れる表面材とグラウンド外の空調機の関係を示した平面図であ
る。
【図２】図１のｘ－ｘ線断面図である。
【図３】表面材とこれを支持する箱体とダクトの関係を示した縦断面図である。
【図４】図３に示す表面材を箱体の受け部に固定する様子を示した斜視図である。
【図５】ピッチャーズプレートの後方とピッチャーズマウンドの周囲に表面材を配置した
場合の表面材と箱体の埋設状態を示した縦断面図である。
【図６】（ａ）は図５のピッチャーズプレート後方の部分の拡大図、（ｂ）は（ａ）の平
面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
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　図１、図２はグラウンド１上の空間に表面が面した状態で地中に埋設される表面材２と
、表面材２の下面側に形成される空洞３に連通し、グラウンド１の外部に設置される空調
機７、もしくは送風機（以下、空調機７等）とを備えた空調設備の配置状態を示す。
【００３２】
　図１、図２ではグラウンド１内とグラウンド１外の境界よりグラウンド１内寄りに表面
材２を配置している関係で、表面材２下の空洞３と空調機７等との間の地中には両者を連
通させるダクト６が敷設されているが、表面材２がグラウンド１内とグラウンド１外の境
界に配置されるような場合には、空洞３に直接、空調機７等が接続されることもある。グ
ラウンド１内とグラウンド１外の境界はバックネット、もしくはその下の壁、内野席と外
野席の壁、ダッグアウトの前面等になる。
【００３３】
　表面材２の表面と下面との間にはこの両面を連通させ、空洞３を通じて、または空洞３
とダクト６を通じて空調機７等から供給される空調空気等を吹き出す吹出し口となる開口
２１が形成される。表面材２の表面はグラウンド１の表面に露出する面を指し、上面の場
合と上面と側面の場合がある。空調空気等とは、空調機７から供給される空調空気と送風
機から送られる空気を含む趣旨である。
【００３４】
　空調機７はグラウンド１外の空気の温度を調整しながら、グラウンド１内の空気とグラ
ウンド１外の空気を入れ換える空気調和機の単体である場合と、屋外の空気を取り入れな
がら、圧縮と膨張により温度変化した冷媒と屋外の空気との間で熱の授受をする室外機７
１と、屋内の空気を循環させながら、冷媒との熱交換によりグラウンド１内の空気の温度
を上下させる室内機７２から構成される場合がある。図１は空調機７が室外機７１と室内
機７２から構成される場合の例を示している。図１に示す例の場合、室外機７１と室内機
７２間には冷媒が循環する冷媒管７３が敷設（架設）され、双方に接続される。
【００３５】
　図１、図２ではまた、グラウンド１内とグラウンド１外の境界に通常の空調用の吹出し
口８（ダクト）をグラウンド１内へ向けて設置し、吹出し口８からも空調空気等を放出す
ることで、表面材２の開口２１から放出される空調空気等によるグラウンド１内での空調
効果を高めている。ここではグラウンド１内とグラウンド１外の境界としてのバックネッ
ト下の壁とダッグアウトの前面に吹出し口８を設置し、表面材２と同様に吹出し口８に空
調機７（室外機７１と室内機７２）を接続している。
【００３６】
　図３はグラウンド１下の地中に埋設され、空洞３を形成する、例えば角柱状の箱体４に
表面材２が支持される場合の、表面材２のグラウンド１中での設置状態を示す。箱体４は
主に表面材２の下方に、空調機７等に、またはダクト６に連通する空洞３を形成するため
に地中に設置されるが、図３、図４に示すように表面材２を支持する役目を果たすことも
ある。只、表面材２は地盤にのみ支持されることもあるため、箱体４は必ずしも表面材２
を支持する必要はない。表面材２は地盤と箱体４に支持されることもある。
【００３７】
　図３に示す表面材２の表面側を示す図４では表面材２に天然ゴム、もしくは合成ゴムの
平板を使用した場合を示しているが、表面材２の材料は問われず、木材、プラスチック等
も使用される。
【００３８】
　箱体４は図３に示すように地中の地盤に接する底板４１と底板４１の周囲を包囲する筒
状の側壁４２を持ち、側壁４２の空調機７等、もしくはダクト６側の面には空調機７等に
付属する管、もしくはダクト６が接続される接続口４２ａが形成される。底板４１と側壁
４２は表面材２の平面形状に対応した平面形状をし、箱体４は四角柱状、五角柱状等の立
体形状をする。側壁４２は地盤の深さ方向には箱体４の底板４１の上面が空調機７等、も
しくはダクト６の底面以下に位置する深さを持つ。
【００３９】
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　表面材２が設置される場所のグラウンド１の表面（表層）部分の材料には人工芝、天然
芝、土、アンツーカー等が使用されるが、開口２１からは例えば人工芝のゴムチップやこ
れらの破片、ごみ等が入り込む可能性がある。この開口２１からの破片等の入り込みに備
え、後述のように表面材２が箱体４に支持される場合、表面材２は箱体４から容易に取り
外し自在になっており、表面材２の取り外しにより箱体４の底板４１上に溜まった破片等
を排除し、箱体４内を清掃することが可能になっている。
【００４０】
　またグラウンド１の上空に屋根架構がない場合には、表面材２の開口２１から箱体４内
に雨水が浸入することが想定され、屋根架構の有無に拘わらず、グラウンド１上への散水
の水が浸入することも想定される。この水の浸入に備え、箱体４の底板４１や側壁４２の
底面に近い部分に浸入水の排除のための排水管を接続し、箱体４に排水機能を持たせるこ
とも可能である。
【００４１】
　図３は箱体４にダクト６が接続される場合の箱体４とダクト６の接続例を示しているが
、ダクト６は側壁４２の接続口４２ａに接続される。両者の接続方法は問われないが、図
３では側壁４２の接続口４２ａ周りからダクト６側へ筒状の接続部４２ｂを突設し、この
接続部４２ｂにダクト６を外接させ、接続している。図３ではまた、表面材２の開口２１
から落下する土砂等がダクト６内に入り込まないよう、接続口４２ａに網４３やフィルタ
ーを固定している。
【００４２】
　図３に示すように表面材２が箱体４に支持される場合、箱体４（側壁４２）は表面材２
を包囲するだけの平面積を持ち、側壁４２の上部には少なくとも表面材２の周囲（縁）を
支持する受け部４４が形成される。受け部４４は表面材２の周囲に沿って周回するように
環状に形成される場合と、表面材２の周囲と周囲以外の部分を支持し得るよう、格子状に
形成される場合がある。
【００４３】
　箱体４が鋼材等により製作される場合、側壁４２の上端部４２ｃがグラウンド１の表面
に露出することによるプレーへの支障が生じ得ることから、図３、図５では側壁４２の上
端部４２ｃが地中に完全に埋設される深さに箱体４を設置している。
【００４４】
　箱体４の側壁４２に受け部４４が形成された場合に、表面材２が受け部４４に載置され
るだけでは表面材２を安定させて支持することができない場合には、表面材２は図４に示
すように受け部４４にボルト等のねじ４５で固定される。
【００４５】
　但し、側壁４２の受け部４４より上の上端部４２ｃを側壁４２の内周側へ湾曲させるか
、突出させる等により、対向する上端部４２ｃ、４２ｃが表面材２の側面に密着し、表面
材２の側面を中心側へ挟持し、表面材２を保持することができれば、ねじ４５等による固
定は必ずしも必要ではない。表面材２がねじ４５で受け部４４に固定される場合、表面材
２の、平面上、受け部４４に重なる領域にねじ４５が挿通、または螺合する挿通孔２２が
形成される。
【００４６】
　箱体４の表面側、及びダクト６にはダクト６を通じてグラウンド１上に放出される空調
空気の冷気、または熱気の温度を保つための断熱材５が張り付けられる。
【００４７】
　図５はピッチャーズプレートの後方とピッチャーズマウンドの周囲の複数箇所に表面材
２を配置した場合の表面材２と箱体４の埋設状態を示す。図６はピッチャーズプレート後
方に配置された表面材２の箱体４への支持状態を示す。ここでは表面材２の周囲をプレー
中の選手のスパイクから保護するためにゴム製の保護材２Ａを表面材２の周囲に周回させ
て配置している。保護材２Ａは地盤に支持されるだけのこともあるが、図６では箱体４の
側壁４２の上端部４２ｃに保護材２Ａを支持させている。保護材２Ａは箱体４の外周面に
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フランジ状に形成される受け部に支持されることもある。
【符号の説明】
【００４８】
　１……グラウンド、
　２……表面材、２１……開口、２Ａ……保護材、
　３……空洞、
　４……箱体、４１……底板、４２……側壁、４２ａ……接続口、４２ｂ……接続部、４
２ｃ……上端部、４３……網、４４……受け部、４５……ねじ、
　５……断熱材、
　６……ダクト、
　７……空調機、７１……室外機、７２……室内機、７３……冷媒管、
　８……吹出し口。
　

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】
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